
小土被りで県道と交差する山岳トンネルの施工 

―九州新幹線、木場トンネル― 
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1. はじめに 

 九州新幹線（西九州ルート）は、武雄温泉・長崎

間（工事延長約 67 ㎞）の工事実施計画が平成 24 年

6 月に認可され、整備を進めている。木場(こば)トン

ネルは、長崎県大村市内に位置する延長 2,885m の

山岳トンネルである(図-1)。本トンネルは、文化財保

護等の観点から V 字型の縦断線形となっており、小

土被り区間を有している(図-2)。そのうち本稿におい

ては、土被り 1.5D 程度(約 15m)で県道(車道部幅員

9m、24 時間交通量約 16,000 台)と交差する区間の施

工について述べる。県道交差部付近には市道との交

差点や埋設管および民家等も存在していること、ま

たトンネル上部が水を引き込みやすい沢地形であることから、地表面部の沈下・崩落対策および掘削時の地

下水対策が課題となった。本稿は、沢地形かつ小土被りで県道直下を通過する山岳トンネルの施工について

報告するものである。 

 

2. 県道直下区間の地質・地形条件 

 図-3 に県道直下区間の地質縦断図を示す。地表面付近は、礫混じり粘性土を主体とする盛土が 5m 程度分

布し、下位に沖積粘性土が 1m 程度、それ以深は、火山円礫岩が分布していることが想定されている。トン

ネルはこの火山円礫岩の部分を通過することになる。当該箇所周辺は扇状地地形であり、トンネル交差部を

底部とするすり鉢状の沢地形が認められ、地下水の影響を受けやすい地形であると考えられる。 

 

3. 県道直下区間の施工方針 

 当該箇所は長崎方から武雄温泉方へ向かって掘削する。県道交差部は地下水位が高く、トンネル上部は盛

土層であることから、掘削による県道の沈下や埋設されたライフラインの寸断といったリスクが存在する。

したがってこの区間の課題は、民家および埋設管を含む県道の沈下防止に適した補助工法の選定である。 

 県道通過前の時点での検討では、事前に電気鉄塔位置にて実施した FEM 解析とその箇所での施工結果を
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図-1 木場トンネル位置図 

図-2 木場トンネル縦断線形 
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参考に、県道直下区間は長尺鋼管先受工(120°φ114.3 ㎜ 9m シフト(3m ラップ))、鋼製支保工上下半 150H

にて施工する方針とした。また、トンネル上部は沢地形を呈することから、地下水位対策も検討したが、大

規模な水抜きボーリング等では地表面付近の砂礫層を引き込み、かえって沈下を助長する可能性が懸念され

たため、行わないこととした。掘削時には、トンネル内空変位計測に加え、地表面および埋設管の沈下計測

を行い、これらの計測結果や切羽、湧水状況に応じて補助工法の追加・削減を随時判断することとした。 

 

4. 実際の施工状況 

 掘削が県道直下点 50m 手前(34km430m)まで達した時点で、トンネル断面全体の沈下と、切羽前方において

管理レベルⅠ(注意体制・20mm)を超える地表面沈下が発生していたことから、ロックボルトと鋼製支保工の

増強、一次インバート閉合、鏡ボルトを実施することとした。また引き抜き試験の結果、切羽側面より発生

していた湧水により、通常のロックボルトでは十分な耐力が確保できなかったことから、自穿孔ロックボル

トを採用することとした。 

 さらに 20m 程度進んだところで、なお地表面沈下の抑制が十分にされていない状態であった。しかし、ト

ンネルの天端沈下と地表面沈下の変位はおおむね連動していたことから、天端沈下を防ぐことで地表面沈下

を防ぐ方針とした。これまで 9m シフト(3m ラップ)で施工していた長尺鋼管先受工(AGF)を 6m シフト(6m ラ

ップ)としたところ、地表面沈下の抑制に一定の効果があった(表-1)。この変更以降、掘削による地表面変位

は次第に収まったことから、県道直下点に達する前に大きな沈下および崩落を防ぐことができた。切羽が県

道直下に到達する直前の段階では、地下水の引込みによる圧密沈

下も懸念されていたが、県道直下横断時には切羽からの湧水量は

50 ㍑/分程度で、大幅な水位低下は見られなかった。最終的な補

助工法(トンネル断面図)を図-4 に示す。 

 

5.  おわりに 

 本稿では、沢地形かつ小土被りで県道直下を通過する

山岳トンネルの施工について報告した。平成 30 年 12 月

現在、切羽は当区間を 200m 以上通過し、貫通を待つの

みとなっている。最終的な地表面沈下量は 30mm 程度で

あり、管理レベルⅡ(要注意体制・27mm)を超えたものの

切羽停止や県道通行止めの基準となる管理レベルⅢ(警

戒体制・34mm)までは達せず、また地下水にも影響を与

えることなく当区間の掘削を完了することができた。 

図-3 地質縦断図(県道直下区間) 

図-4 県道直下区間の補助工法(最終) 

地表面沈下量
AGF120°
9mシフト

AGF120°
6mシフト

初期値 -15.3㎜ -14.0㎜
4m掘削後 -19.5㎜ -15.4㎜

初期値との変位 -4.2㎜ -1.4㎜

表-1 切羽より 10m 前方地点における 

地表面先行沈下の比較 

(吹付け200mm)

L=6.0m　14本

（上下半部）@1.0m
鋼製支保工 200H

φ114.3 L=12.5m

鏡ボルト

一次インバート閉合

120°

φ76.3 L=12.5m　

S.L

ロックボルト(自穿孔)

長尺鋼管先受工
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